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市からのおしらせ満載

健康づくり大学が始まります（2～5）

インフォメーション（16～19）

NHKのど自慢　公開生放送（6）

移動市長室（10～13）

四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

湧水マップ作成のために千々石地区の湧水を調査
「千々石地区まちづくりワークショップ」
（関連25ページ）
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集特特集　「健康づくり大学」が始まります 観光課

Q
A
「健康づくり大学」事業って何ですか

　皆さんは、「湯治（とうじ）」という言葉に懐かしさ
や癒しを感じませんか。江戸時代にブームとなった「湯
治」は、“旅”そのものであり、知らない土地を訪ね、
地元の人との出会いも楽しめました。
　日常から離れた湯治場で、湯に浸りながら海や山の
自然と向き合う。地元の料理や地酒に舌鼓を打つ。こ
れこそ、心も身体も癒される、至極のときでした。
　今回の「健康づくり大学」は、「現代版湯治」ともいえ、
健康になる、あるいは新しい“旅”のかたちの創造と
もいえる事業です。このことが、観光課が主体となっ
て事業を推進するゆえんでもあります。
　温泉をはじめとする、さまざまな健康資源を持つ雲
仙市。これらを活用し、「健康づくり」や「まちづくり」
に取り組む社会貢献事業が「健康づくり大学」事業です。

Q
A

どういうことをするんですか

　健康づくり大学では、温泉療養学を基に、「温泉」「食事」「運動」「環境」の４
つの療法と地元の健康資源とを組み合わせたプログラムを作成します。
　基本的には、「座学（実践講座）」と「体験学習（実践指導）」の２つからなります。
活用する地元の健康資源とは、海・山・川などの自然や文化施設、スポーツ施設、
歴史・文化や食材・郷土料理など、雲仙市のあらゆるものが対象となります。

Q
A

市が行う事業ですか

　この事業は、経済産業省の所管団体である「社団法人民間活力開発機構」の協
力を得ながら、雲仙市（観光課）、雲仙市観光協議会が主体となって行う事業です。
　社団法人民間活力開発機構は、「健康づくり大学」のプログラム作成や実践指
導を行い、同機構に加盟している医師や企業、団体のサポートを受けながら、事
業を推進します。

●広報うんぜん
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特集　「健康づくり大学」が始まります

　多くの人が、いろいろな体の悩みを抱えたり、気づかないうちにストレスを溜め
込んだりしています。そんな人たちに雲仙市に滞在してもらい、温泉入浴をはじめ、
軽い運動や農業体験、釣り、陶芸などをしながら、充実した生活を過ごしてもらう。
そうすることで、ストレス発散や気分転換になるだけではなく、生活の質を高めて
もらおうとするものです。
　現代社会を生きる人たちへ、雲仙市の持つ素材を生かしたプログラムを実施する
ことで、観光をはじめとする市内産業の活性化にもつながると考えています。

○具体的なプログラムの例○
資料提供：（社）民間活力開発機構

温泉入浴実践指導（左）と温泉療養学の講座 地元食材による旅館食（左）と郷土料理教室

運動療法学講座（左）と太極拳実践指導 田園環境（左）と森林浴実践講座

※他地域での取り組み例のため、実際のプログラムとは異なる場合があります

温泉療法 食事療法

運動療法 環境療法

■問い合わせ　市役所　観光課　☎0957-38-3111

○雲仙市観光協議会では、健康づくり大学を一緒に行っていただける部会員を募集しています。
　詳しくは、市観光課まで問い合わせてください。

~Summer Time Special Plan~
夏の特別企画実施中 9/30

まで

宿泊料（税込）－１泊２食付－

大人
小人

６,７６５円を

５,９８５円を

５,５００円

４,５００円

通常 午後7時30分を 午後9時30分 まで延長

宿泊料市民限定割引

入浴受付終了時間
大浴場入浴時間延長

※ご予約の際、必ず『雲仙市民割引』とお申し出ください
※『住所の確認できるもの（運転免許証など）』を提示してください

※入浴は、午後10時までとなります
※午後4時30分からの特別料金は、通常どおり
※70歳以上の高齢者、障害者の人は、200円で入浴できます

宿泊のお客さまには、「リフレッシュセンターおばま」の割引もあります

国民宿舎 望洋荘
☎0957-74-3141

●○●○●○●○●○●○● ●○●○●○●○●○●○●観光課からのお知らせ

　この事業では、参加者（市民や旅行者の皆さん）の健康維持や健康増進はもと
より、次のような効果が期待できます。
・健康づくり大学を目的に、観光客を誘致することによる雇用の創出
・プログラム作成による、新たな「地域資源」の掘り起こし
・「健康＝雲仙市」という地域のイメージアップ
・集められた情報を、インターネットや広報紙、機関紙などを通じて全国へ発
信することによる、観光客の誘致
・「里の駅構想」（健康づくり大学の全国情報ステーション）やメタボリック症
候群の改善を目的とした個人健康管理サービスといった、今後の事業展開

観光課

Q
A

A

誰が対象になりますか

　健康づくり大学は、市民や旅行者などの「生活者」を対象としています。さらに、
「日帰りコース」「1泊コース」「連泊コース」など、内容により色々なメニュー
があります。
　市内には、海や山、湖畔、田園、高原、温泉そして豊かな食材があり、さまざ
まなプログラムを組むことができます。

Qどのような効果がありますか

健康科・自然科・文化科・グル
メ科・課外講座の５科37講座
が楽しめます。

雲仙再発見のガイドツアーに出か
けてみませんか？
定時コースのほか、いろいろなコ
ースがあります。

10/20(土)　
～

　11/４(日)

■問い合わせ
雲仙ツアーデザインさるふぁ
☎0957－73－2626
http://www.unzen.or.jp/

■問い合わせ
㈳雲仙観光協会
☎0957－73－3434
http://www.unzen.org/japanese/

雲仙お山の文化祭
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「ＮＨＫのど自慢」公開生放送
出場者・観覧者募集

♪と　き ゲスト

♪ところ

♪出　演
♪ゲスト

♪司　会
♪主　催

放送予定

10月28日（日）

小浜勤労者体育センター
（雲仙メモリアルホール）

開場　午前11時
開演　午前11時45分（午後1時30分終演予定）

10月28日（日）
午後0時15分～1時（生放送）
（総合・衛星第2・ラジオ第1・国際）
※放送日時は、変更になることがあります

香西　かおり 香田　晋

※会場には駐車場がありませんので、ご注意ください

●と　き

●ところ

11月11日（日）

吾妻町ふるさと会館

〈１回目〉
　開場　午後０時30分
　開演　午後１時（午後２時終演予定）
〈２回目〉
　開場　午後３時
　開演　午後３時30分（午後４時30分終演予定）

ⒸNHK・NED

【予選会】
　と　き　10月27日（土）
　　　　　午後０時45分～６時（予定）
　ところ　小浜勤労者体育センター
○250組出場予定
○観覧は自由です
（満席の場合は、入場をお断りすることがあります）

出場申込 申込締切 ９月25日（火）必着 観覧申込 申込締切 ９月25日（火）必着

ＮＨＫ長崎放送局
「ＮＨＫのど自慢・
　　　　　出場」係

※ここには何も記入
　しないでください

申込する人の
①郵便番号
②住所
③名前（よみがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業
⑧曲名および歌手名
　（1曲）
⑨選曲理由（簡単に） ＮＨＫ長崎放送局

「ＮＨＫのど自慢・
　　　　　観覧」係

※ここには何も記入
　しないでください

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③名　前

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③名　前

④電話番号

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③名　前

ＮＨＫ長崎放送局
「ぐ～チョコランタン
　小劇場○回目」係

※ここには何も記入
　しないでください

①郵便番号

②住　所

③保護者名

④電話番号

⑤観覧希望回

（１枚で４人様分）

往信おもて 返信うら 返信おもて 往信うら

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③保護者名

郵便往復はがきに下図のとおり記入して、
お申し込みください。

予選を通過した出場者20組
香西　かおり
香田　晋
徳田　章アナウンサー
雲仙市
NHK長崎放送局

●出　演

●内　容

●主　催

ぐ～チョコランタンの仲間たち（スプー・アネム・ズズ・ジャコビ）
うたのおねえさん
※現在「おかあさんといっしょ」に出演中のおにいさん・おねえさんの出演はありません

【第1部】ぐ～チョコランタン小劇場（35分）
【第2部】ぐ～チョコランタンの仲間たちとの写真撮影会（25分）
※第1部では演技の妨げになりますので、写真撮影はご遠慮ください
※第2部は集合写真となります。カメラは各自でご持参ください
※番組の収録はありません

雲仙市
NHK長崎放送局

観覧申込方法 申込締切 10月19日（金）必着
郵便往復はがきに下図のとおり記入して、お申し込みください。

☆応募者多数の場合は、抽選のうえ、1枚で4人様まで入場できる整理券をお送りします。落選の方にも、
　その旨をお伝えするはがきをお送りします。当落通知は、10月29日発送予定です
☆1歳以上のお子様から入場整理券が必要です
☆あて先の○回目には、観覧を希望する回をご記入ください（1回目・2回目のいずれか）

郵便往復はがきに下図のとおり記入して、
お申し込みください。

※ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選の結果のご連絡のほか、NHKの受信料のお願いに使用させていただくことがあります

■問い合わせ　NHK長崎放送局「のど自慢」係
　　　　　　　　　　　　　　☎095-821-3124（土日祝日除く　午前10時～午後6時）

※ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫの受信料のお願いに使用させていただくことがあります

■問い合わせ　ＮＨＫ長崎放送局「ぐ～チョコランタン小劇場」係
　　　　　　　　　　　　　　☎095-821-3124（土日祝日除く　午前10時～午後６時）

【出場申し込み自動音声案内】
☎095－823－3306

♪応募多数の場合は、抽選のうえ、１枚で２人様ま
で入場できる整理券を、10月10日ごろに発送しま
す

♪１歳以上のお子様から入場整理券が必要です

♪出場資格は、15歳以上のアマチュアの人（中学生
を除く）です

♪応募は、1人（1組）様1通に限ります
♪グループ出場の場合は、出場者全員の名前・年齢
を明記の上、代表者がお申し込みください

♪応募後の曲目の変更はできません
♪応募多数の場合は、250組を選出のうえ、ご案内
を10月10日ごろに発送します

●広報うんぜん
平成19年９月�
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「ＮＨＫのど自慢」公開生放送
出場者・観覧者募集

♪と　き ゲスト

♪ところ

♪出　演
♪ゲスト

♪司　会
♪主　催

放送予定

10月28日（日）

小浜勤労者体育センター
（雲仙メモリアルホール）

開場　午前11時
開演　午前11時45分（午後1時30分終演予定）

10月28日（日）
午後0時15分～1時（生放送）
（総合・衛星第2・ラジオ第1・国際）
※放送日時は、変更になることがあります

香西　かおり 香田　晋

※会場には駐車場がありませんので、ご注意ください

●と　き

●ところ

11月11日（日）

吾妻町ふるさと会館

〈１回目〉
　開場　午後０時30分
　開演　午後１時（午後２時終演予定）
〈２回目〉
　開場　午後３時
　開演　午後３時30分（午後４時30分終演予定）

ⒸNHK・NED

【予選会】
　と　き　10月27日（土）
　　　　　午後０時45分～６時（予定）
　ところ　小浜勤労者体育センター
○250組出場予定
○観覧は自由です
（満席の場合は、入場をお断りすることがあります）

出場申込 申込締切 ９月25日（火）必着 観覧申込 申込締切 ９月25日（火）必着

ＮＨＫ長崎放送局
「ＮＨＫのど自慢・
　　　　　出場」係

※ここには何も記入
　しないでください

申込する人の
①郵便番号
②住所
③名前（よみがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業
⑧曲名および歌手名
　（1曲）
⑨選曲理由（簡単に） ＮＨＫ長崎放送局

「ＮＨＫのど自慢・
　　　　　観覧」係

※ここには何も記入
　しないでください

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③名　前

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③名　前

④電話番号

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③名　前

ＮＨＫ長崎放送局
「ぐ～チョコランタン
　小劇場○回目」係

※ここには何も記入
　しないでください

①郵便番号

②住　所

③保護者名

④電話番号

⑤観覧希望回

（１枚で４人様分）

往信おもて 返信うら 返信おもて 往信うら

申込する人の

①郵便番号

②住　所

③保護者名

郵便往復はがきに下図のとおり記入して、
お申し込みください。

予選を通過した出場者20組
香西　かおり
香田　晋
徳田　章アナウンサー
雲仙市
NHK長崎放送局

●出　演

●内　容

●主　催

ぐ～チョコランタンの仲間たち（スプー・アネム・ズズ・ジャコビ）
うたのおねえさん
※現在「おかあさんといっしょ」に出演中のおにいさん・おねえさんの出演はありません

【第1部】ぐ～チョコランタン小劇場（35分）
【第2部】ぐ～チョコランタンの仲間たちとの写真撮影会（25分）
※第1部では演技の妨げになりますので、写真撮影はご遠慮ください
※第2部は集合写真となります。カメラは各自でご持参ください
※番組の収録はありません

雲仙市
NHK長崎放送局

観覧申込方法 申込締切 10月19日（金）必着
郵便往復はがきに下図のとおり記入して、お申し込みください。

☆応募者多数の場合は、抽選のうえ、1枚で4人様まで入場できる整理券をお送りします。落選の方にも、
　その旨をお伝えするはがきをお送りします。当落通知は、10月29日発送予定です
☆1歳以上のお子様から入場整理券が必要です
☆あて先の○回目には、観覧を希望する回をご記入ください（1回目・2回目のいずれか）

郵便往復はがきに下図のとおり記入して、
お申し込みください。

※ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選の結果のご連絡のほか、NHKの受信料のお願いに使用させていただくことがあります

■問い合わせ　NHK長崎放送局「のど自慢」係
　　　　　　　　　　　　　　☎095-821-3124（土日祝日除く　午前10時～午後6時）

※ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫの受信料のお願いに使用させていただくことがあります

■問い合わせ　ＮＨＫ長崎放送局「ぐ～チョコランタン小劇場」係
　　　　　　　　　　　　　　☎095-821-3124（土日祝日除く　午前10時～午後６時）

【出場申し込み自動音声案内】
☎095－823－3306

♪応募多数の場合は、抽選のうえ、１枚で２人様ま
で入場できる整理券を、10月10日ごろに発送しま
す
♪１歳以上のお子様から入場整理券が必要です

♪出場資格は、15歳以上のアマチュアの人（中学生
を除く）です

♪応募は、1人（1組）様1通に限ります
♪グループ出場の場合は、出場者全員の名前・年齢
を明記の上、代表者がお申し込みください

♪応募後の曲目の変更はできません
♪応募多数の場合は、250組を選出のうえ、ご案内
を10月10日ごろに発送します

� ●広報うんぜん
平成19年９月



平成20
年

４月
スター

ト

75
歳
以
上
の
人
の
医
療
保
険
が
変
わ
り
ま
す

　

老
人
医
療
費
を
中
心
に
、
国
民
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担

を
明
確
化
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る
た
め
、
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
る
、
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

長
崎
県
に
お
け
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
事
務
は
、
県
内

の
各
市
町
と
長
崎
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
連
携
し
て

行
い
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始

ま
る
の
は
、
平
成
20
年
4
月

か
ら
で
す
。

○
県
内
に
住
む
75
歳
以
上
の
人

は
、
原
則
と
し
て
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
障
害
が
あ
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
所
定
の

申
請
を
行
っ
た
人
も
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

○
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
に
は
、
制
度
開
始
の

と
き
に
、
新
た
に
被
保
険
者

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
手
続
き
は
不
要
で
す
）

○
窓
口
事
務
は
、
お
住
ま
い
の

市
町
で
行
い
、
制
度
の
運
営

を
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度

と
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

○
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
は
、

現
在
の
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
と
き
と
同
じ
で
す
。

○
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員

が
納
め
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
保

険
料
・
税
を
納
め
て
い

た
人
は
、
原
則
と
し
て
、

こ
れ
ら
に
代
わ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

を
納
付
し
ま
す
。

・
政
府
管
掌
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
で
、
保
険
料

を
負
担
し
て
い
な
か
っ
た

人
は
、
納
付
す
る
保
険
料

に
つ
い
て
、
2
年
間
の
軽

減
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

○
県
内
で
は
、
保
険
料
率
は
、

原
則
と
し
て
均
一
で
す
。

（
保
険
料
率
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

○
保
険
料
の
納
め
方

・
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金

を
受
け
取
っ
て
い
る
人
の

保
険
料
は
、
原
則
年
金
か

ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

・
そ
れ
以
外
の
人
は
、
口
座

振
替
や
納
付
書
に
よ
り
、

市
町
に
納
め
ま
す
。

※
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
概
要

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料

■問い合わせ
　長崎県後期高齢者医療広域連合 ☎095-816-3930
　保険年金課　老人医療班 ☎0957-38-3111

蚊が狙ってる!!　お子さんが蚊に刺されないように注意しましょう
まだまだ蚊の多い季節が続いています。
蚊（コガタアカイエカ）に刺されると日本脳炎に感染する可能性があります。
日本脳炎ウイルスは豚の体内で増殖し、蚊を媒介して人に感染します。
例年、日本脳炎ウイルスを保有する豚が西日本を中心に確認されていますので、
特に西日本地域（中国、四国、九州等）で豚の多い場所や
コガタアカイエカが発生する水田、沼地の周辺では、
蚊に刺されないように気をつけましょう。
日本脳炎ウイルスは、人から人へは感染しません。
※日本脳炎に関する詳細な情報は、厚生労働省のＨＰをご覧ください

■問い合わせ
　健康づくり課

●広報うんぜん
平成19年９月�



　犯罪や非行を防ぎ、更生の援助を地域から推進する「第��回社会を
明るくする運動」強調月間に伴い、�月��日に、第�回雲仙市中学生弁
論大会がハマユリックスホール（南串山）で行われました。この大会
は、島原地区保護司会雲仙分区（城臺安友分区長）が中心となって開催。
市内�つの中学校から代表生徒1�人が出場し、それぞれの思いを熱弁
しました。
　大会結果は、次のとおりです。
【最優秀賞（雲仙市長賞）】

  津田　絢香さん（小浜中�年）「『こんにちは』その一言で」
【優秀賞（雲仙市議会議長賞）】

  井上　紗綾さん（南串中�年）「伝えあうこと」
【優秀賞（雲仙市教育長賞）】

  西村　奈緒さん（雲仙中�年）「まだ見ぬ子どもへ」
【特別賞（島原地区保護司会長賞）】

  松本　由依さん（愛野中�年）「私の夢」

最 優 秀 賞 に 津 田 さ ん
第2回雲仙市中学生弁論大会

↑最優秀賞の津田さん（写真前列中央）と
　出場者の皆さん

　鹿児島市で�月�日、�日に開かれた「平成1�年度九州地区青年
農業者会議」のプロジェクト発表の部に出場した愛の町農友会
に所属する永野大輔さん（愛野町）が、「愛野町エコプロジェク
トパートⅥ～特別栽培チャレンジの巻～」と題して発表を行い、
見事優秀賞を受賞しました。
　永野さんは、「これを励みに、有機質肥料を利用した馬鈴薯の
県特別栽培認証を目指し、あわせて愛の町農友会のメンバーと
研究を続け、雲仙市農業の振興に役立てていきたい」と受賞の
喜びを語られました。
　また、永野さんは、平成�0年に開かれる全国農業青年交換大
会に九州代表として出場します。

優秀賞に永野さん（愛の町農友会）
平成19年度九州地区青年農業者会議

　�月��日に行われた「明日の農山漁村を担う女性」表彰において、「エ
タリの塩辛愛好会」事務局の竹下敦子さんが永岡農林水産大臣政務官賞
を受賞しました。
　この賞は、今年度初めて創設され、農林水産分野において優れた取り
組みを行っている女性就業者を表彰することにより、後継者や次世代を
担う地域リーダーの育成を図り、地域における男女共同参画の促進に資
するとともに、仕事と生活の調和がとれた農山漁村の魅力を広くアピー
ルすることを目的としています。
　受賞した竹下さんは、取材に対して「愛好会は去年の1月に発足、1年
半しか経っていない。この賞を『これからますます頑張ってください』
という意味に受け取り、エタリの塩辛の普及と伝承に努めていきたい」
と述べられました。

農林水産大臣政務官賞に竹下さん
明日の農山漁村を担う女性

↑受賞した竹下さん（写真後列右から2番目）

↑永野さん（写真中央）と愛の町農友会のメンバー

� ●広報うんぜん
平成19年９月



宮
崎
企
画
課
長　

事
前
に
各
自
治
会
か
ら
頂

い
た
意
見
や
提
案
に
つ
い
て
、
ま
ず
回
答
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q　

少
子
化
に
よ
り
、
南
串
山
地
域
は
学
校

統
廃
合
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
が
統

合
の
計
画
は
。

A　

雲
仙
市
内
で
は
、
毎
年
約
1
5
0
人
の

児
童
・
生
徒
が
減
少
し
て
い
く
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
今
年
�
月
、
小
学
校
統

合
を
1
件
、
現
在
は
、
小
浜
の
中
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
協
議
中
。
南
串
山
地

域
の
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
計
画
は
、

現
時
点
で
は
な
い
。

Q　

自
治
公
民
館
長
は
自
治
会
長
の
兼
務
で

は
な
く
、
別
に
公
民
館
長
を
委
嘱
す
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
公
民
館
活
動

を
活
発
化
さ
せ
る
も
の
だ
と
思
う
が
。

A　

公
民
館
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に

は
専
任
の
館
長
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。
自
治
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も

あ
る
の
で
、
自
治
会
内
で
検
討
し
必
要

が
あ
れ
ば
、
自
治
会
に
お
い
て
選
任
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　

西
浜
自
治
会
内
の
市
道
で
は
、
路
側
帯

の
白
線
が
消
え
て
い
る
箇
所
が
多
い
。

白
線
を
引
き
直
し
て
ほ
し
い
。

A　

調
査
し
た
結
果
、
こ
の
路
線
の
白
線
の

ほ
と
ん
ど
が
消
え
て
い
ま
す
。
自
治
会

単
位
で
は
な
く
全
路
線
を
計
画
的
に
補

修
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

予
算
の
制
限
が
あ
る
た
め
、
他
の
所
と

の
緊
急
性
を
比
較
し
、
検
討
し
て
参
り

た
い
。

Q　

地
区
清
掃
作
業
に
伴
う
補
助
金
の
請
求

に
つ
い
て
手
続
き
を
簡
略
化
し
て
ほ
し

い
。
写
真
な
ど
は
省
略
し
、
市
職
員
の

履
行
確
認
で
良
い
と
思
う
が
。

A　

税
金
で
行
う
以
上
、
証
拠
を
残
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
証
拠
書
類
の
整
備
に

つ
い
て
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　

谷
間
川
地
区
の
溜
め
池
跡
地
の
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

A　

土
砂
止
・
観
察
池
・
観
察
広
場
等
の
整

備
を
行
う
。
土
砂
止
に
つ
い
て
は
、
大

雨
の
と
き
に
は
洪
水
防
止
目
的
、
観
察

広
場
に
つ
い
て
は
ベ
ン
チ
等
を
設
置
し
、

憩
い
の
空
間
と
し
て
整
備
す
る
。

Q　

こ
の
溜
め
池
跡
地
の
施
設
整
備
計
画
に

よ
り
、
集
落
か
ら
の
流
入
す
る
汚
水
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
処
理
を
行
う
の

か
。

A　

通
常
時
の
汚
水
は
、
汚
水
用
排
水
路
を

整
備
し
て
、
沈
砂
池
に
は
流
入
し
な
い

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
15
回
目
を
迎
え
た
移
動
市
長
室
。

　

7
月
23
日
、
南
串
第
二
小
学
校
区

自
治
会
を
対
象
に
、
各
年
代
や
各
職

業
の
市
民
が
参
加
し
、
地
域
の
問
題

点
や
市
政
に
対
す
る
提
案
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
が
動
く
。

　

ま
ち
が
変
わ
る
。

　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

「南串第二小学校区域の問題点や
市政を尋ねる」

第15回移動市長室意見交換会

ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ト

①上木場～塚ノ山間の市道
　及びマイクロバス
　運行要望路線（緑色）

③今の電光掲示板

②遮断機

谷間川自治会と
溜め池跡地

南串第二小学校

南串中学校
上木場

電光掲示板を移動して
新しい迂回路（赤色）を
表示してもらいたい。

④文化センター
南串山総合支所

⑤塚ノ山自治会
　の海岸

広域
農道

①上木場〜塚ノ山間の市道
　地域住民の大切な生活道路となっています。
　長年の使用により白線が消えていました。
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「南串第二小学校区域の問題点や市政を尋ねる」「南串第二小学校区域の問題点や市政を尋ねる」

　

井
上
繁
則　

梅
雨
時
の
国

道
は
か
な
り

通
行
止
が
あ

り
ま
す
が
。

富
永
支
所
長　

1
時
間
に
30
ミ
リ
以
上
の
雨

が
降
っ
た
場
合
に
通
行
を
遮
断
し
ま
す
。
雲

仙
市
側
は
赤
間
バ
ス
停
付
近
で
遮
断
機
が
下

り
ま
す
。
迂
回
時
に
、
誤
っ
て
谷
間
川
地
区

に
入
り
、
混
乱
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
旧
町
で
県
に
、
要
望
を

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

井
上
繁
則　

今
は
支
所
前
か
ら
広
域
農
道
に

迂
回
し
て
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
す
か

ら
、
通
行
止
め
の
時
に
は
支
所
前
に
、
大
き

い
案
内
板
の
設
置
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

抜
本

的
に
は
、
県

が
、
島
原
半

島
の
道
路
計

画
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま

す
。
暫
定
的
に
は
、
井
上
さ
ん
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
警
告
板
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

浦
田　

遮
断

機
の
手
前
に

あ
る
今
の
電

光
掲
示
板
を
、

支
所
の
前
に

移
動
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
あ
る
と

こ
ろ
は
、
も
う
少
し
で
通
行
止
と
い
う
所
だ

か
ら
、
そ
れ
こ
そ
谷
間
川
地
区
に
入
り
込
ん

で
混
雑
し
て
し
ま
い
ま
す
。

宮
崎
課
長　

雲
仙
市
と
し
て
、
県
に
要
望
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
上
茂　

農

家
も
出
資
し

て
大
型
堆
肥

製
造
施
設
を

造
っ
て
、
雑

草
と
か
廃

じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
再
利
用
す
る
循
環
型
の

農
業
が
出
来
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

今
、
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
と
雲
仙

市
が
協
力
し
て
環
境
と
融
合
し
た
一
つ
の
農

業
政
策
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

堆
肥
製
造
施
設
の
経
費
の
問
題
は
、
今
で

も
農
林
水
産
課
か
企
画
課
の
補
助
事
業
の
活

用
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

宮
崎
課
長　

市
で
は
、
農
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
や
市
民
提
案
型
の
事
業
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

市
長　

関
係
者
の
人
達
が
何
人
か
で
ま
と

ま
っ
て
、
残
渣
（
ざ
ん
さ
）、
堆
肥
を
含
め

て
そ
の
循
環
型
農
業
の
計
画
書
を
出
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
応
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

浦
田　

そ
れ
に
関
連
し
て
。
コ
ン
ポ
ス
ト
助

成
な
ど
の
書
式
が
面
倒
で
す
。

　

そ
れ
と
農
業
で
な
い
人
達
の
た
め
に
も
生

ゴ
ミ
だ
け
を
集
め
て
、
そ
れ
を
堆
肥
化
す
る

施
設
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

森
谷　

堆
肥

化
施
設
が
あ

れ
ば
、
市
場

に
出
せ
な
い

レ
タ
ス
な
ど
、

畑
に
打
ち
込

む
必
要
が
な
い
か
ら
、
次
の
生
産
に
向
け
て

動
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

小
浜
町
に
、
生
ゴ
ミ
と
農
業
の
産
廃

で
堆
肥
を
製
造
す
る
施
設
を
、
旧
町
時
代
に

建
設
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
う
ま
く
稼
動
し

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

吉
田
副
市
長　

こ
の
施
設
に
は
、
雲
仙
と
小

浜
の
生
ゴ
ミ
を
搬
入
し
て
い
ま
す
が
、
分
別

が
出
来
て
い
な
い
た
め
稼
働
効
率
が
悪
い
と

い
う
現
状
で
す
。

浦
田　

し
か
し
、
南
串
は
ゴ
ミ
に
対
す
る
認

識
が
進
ん
で
い
る
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
南

串
で
は
出
来
る
感
じ
が
し
ま
す
。

市
長　

出
来
れ
ば
地
域
的
な
成
功
例
を
一
つ
、

サ
ン
プ
ル
に
出
来
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

永
田　

青
年

農
業
者
に

入
っ
て
い
ま

す
が
、
農
業

の
規
模
拡
大

を
計
画
す
る

時
、
南
串
の
場
合
、
空
い
て
い
る
農
地
は
あ

る
の
か
な
い
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

▲井上繁則さん

▲永田義久さん

▲井上茂さん

▲奥村市長▲浦田美保さん

▲森谷幸成さん

②国道251号に設置されている遮
断機。県が管理し、谷間川自治
会へ通じる市道との交差点に設
置されています。

③国道が直角に曲がる直前に設置
されている電光掲示板。
　（北側の市道から国道を見た方向）

大
雨
時
の
国
道
通
行
止
め

　
　
　

表
示
を
分
か
り
や
す
く

雑
草
や
廃
じ
ゃ
が
を
堆
肥
化

　

で
き
る
施
設
が
で
き
な
い
か
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金
子
副
市
長　

行
政
の
情
報
を
、
何
処
か
ら

手
に
入
れ
て
ま
す
か
。
今
、
我
々
の
宣
伝
不

足
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
片　

広
報

紙
だ
け
で
す

ね
。
今
の
と

こ
ろ
、
私
達

は
。

浦
田　

同
じ
町
内
で
も
知
ら
な
い
時
も
あ
る

か
ら
、
ま
し
て
や
市
内
は
知
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

市
長　

市
の
施
策
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
要

望
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
も
う
既
に
、
事
業

と
し
て
開
始
し
て
い
る
と
い
う
事
例
が
か
な

り
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

平
片　

こ
の
移
動
市
長
室
も
開
か
れ
た
市
政

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
続
け

ら
れ
る
の
で
す
か
。

市
長　

毎
月
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。
私
の
任

期
の
間
は
必
ず
続
け
ま
す
。

平
片　

移
動
市
長
室
の
意
見
や
提
案
に
対
す

る
処
理
方
法
と
、
広
報
1�
年
�
月
号
で
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
に
対
す
る
市
長

さ
ん
の
感
想
と
い
う
の
を
お
尋
ね
し
た
い
。

宮
崎
課
長　

今
度
、
移
動
市
長
室
に
お
け
る

意
見
等
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
一
覧
表

等
で
お
知
ら
せ
出
来
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

市
長　

市
民
が
主
役
と
い
う
事
で
、
移
動
市

長
室
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
市
民
に

公
平
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
皆
様

が
納
得
す
る
対
応
の
仕
方
、
結
果
の
出
し
方

を
常
に
考
え
て
仕
事
を
行
う
事
を
考
え
て
い

ま
す
。

木
村　

地
域

に
は
精
神
的

に
閉
じ
こ
も

る
人
や
社
会

に
出
ら
れ
ず
、

経
済
的
に
も

苦
し
い
人
が
い
ま
す
。
民
生
委
員
と
し
て
、

ど
う
支
援
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

宮
崎
課
長　

福
祉
事
務
所
な
ど
に
、
相
談
し

て
い
た
だ
け
た
ら
、
個
別
に
対
応
し
、
検
討

し
て
い
く
事
が
で
き
ま
す
。

村
上
市
民
生
活
課
長　

い
ろ
ん
な
相
談
に
つ

い
て
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
あ
た
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
最
初
に
決
め
付
け
な
い

で
、
色
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木
村　

税
金
を
納
め
て
い
な
い
か
ら
と
か
生

活
保
護
は
い
ら
な
い
な
ど
と
言
っ
て
、
相
談

す
る
こ
と
さ
え
辞
退
さ
れ
た
り
も
し
ま
す
。

市
長　

少
な
く
と
も
私
達
が
一
番
住
民
の

方
々
と
身
近
に
接
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
親
切
に
相
談
に
乗
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

竹
下　

中
学

校
の
所
か
ら

下
り
て
く
る

旧
道
か
ら
、

文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
の

道
路
が
狭
く
て
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
工
夫
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

支
所
長　

道
路
は
、
地
権
者
と
の
関
係
も
あ

り
、
今
の
所
は
厳
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
文

化
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
イ
レ
を
始
め
施
設
利
用

に
関
し
て
、
改
善
で
き
る
よ
う
努
力
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

竹
下　

公
園
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、

文
化
セ
ン
タ
ー
が
唯
一
の
子
ど
も
達
の
遊
び

場
で
す
。
出
来
る
だ
け
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
遊
べ
る
よ
う
な
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

豊
島　

身
近

に
子
ど
も
を

持
つ
お
母
さ

ん
達
が
ふ
れ

あ
う
時
間
が

取
れ
る
よ
う

な
、
子
ど
も

達
が
共
有
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

財
政
的
に
は
厳
し
い
で
す
の
で
、
例

え
ば
、今
後
、学
校
も
統
合
し
、学
校
が
余
っ

て
く
る
。
そ
こ
を
公
園
化
し
た
り
、
あ
る
い

は
ま
た
複
合
的
な
施
設
と
し
て
利
用
出
来
る

と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

井
上
茂　

雲
仙
市
で
も
一
番
端
っ
こ
で
、
救

急
車
を
呼
ぶ
の
に
最
悪
�0
分
も
か
か
り
、
心

配
で
す
。

市
長　

南
串
山
の
市
民
の
切
な
る
願
い
と
し

て
、
出
来
る
だ
け
早
め
に
そ
の
願
い
に
沿
う

よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

浦
田　

国
崎
半
島
に
行
く
塚
ノ
山
地
区
の
海

岸
沿
い
の
高
波
被
害
の
改
善
を
要
望
し
て
い

ま
す
が
ま
だ
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
と
に

か
く
高
波
が
怖
い
。

　

ま
た
、
旧
道
に
一
便
で
も
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
運
行
し
て
も
ら
い
た
い
。
塚
ノ
山
、
田

ノ
平
な
ど
高
齢
者
が
多
い
地
区
で
す
。

「南串第二小学校区域の問題点や市政を尋ねる」「南串第二小学校区域の問題点や市政を尋ねる」

▲木村令子さん

▲豊島緑さん

▲竹下正子さん

④旧第二小学校を利用した文化センター。皆さ
んが気持ちよく利用できるよう改善します。

▲平片テル子さん

移
動
市
長
室
は
、

　

月
に
一
回
続
け
て
い
き
ま
す

税
金
を
納
め
て
い
な
い
か
ら

　
　
　

生
活
保
護
は
い
ら
な
い

●広報うんぜん
平成19年９月1�



金
子
副
市
長　

今
の
雲
仙
市
で
バ
ス
の
運
行

は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
旧
道
の
試
験
運
行
を

島
鉄
に
要
望
を
出
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ

の
時
に
市
も
一
緒
に
動
き
ま
す
か
ら
。
連
名

で
島
鉄
に
お
願
い
す
る
方
法
が
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

我
々
の
願
い
と
い
う
の
は
条
件
さ
え

整
え
ば
、
叶
い
ス
タ
ー
ト
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

竹
下　

庁
舎
建
設
で
す
が
、
支
所
は
そ
の
ま

ま
あ
る
な
ら
、
本
庁
は
、
常
識
的
な
場
所
に

一
カ
所
に
集
約
し
た
ら
、
事
務
改
善
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
課
長　

交
通
の
連
結
点
で
あ
る
た
め
、

建
設
予
定
地
は
、
愛
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
建
設
に
は
相
当
の
お
金
が
必
要
で
す

の
で
、
合
併
後
に
改
め
て
財
政
状
況
を
見
て

判
断
す
る
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
島　

そ
の
経
費
の
し
わ
寄
せ
は
、
子
ど
も

達
に
な
っ
て
き
そ
う
。
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て

来
た
い
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

思
わ
れ
る
雲
仙
市
に
、
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

市
長　

子
ど
も
達
が
、
将
来
こ
こ
で
育
っ
て

出
て
行
く
な
ら
、
一
番
良
い
思
い
出
が
つ
く

れ
る
、
そ
し
て
将
来
帰
っ
て
来
れ
る
よ
う
な
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
行
政

の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
庁
舎
問
題
と
い
う
の
は
緊

急
の
問
題
な
ん
で
す
。
合
併
特
例
債
が
使
え

る
期
間
と
い
う
時
限
的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

結
果
、
庁
舎
を
造
る
と
な
っ
た
時
、
当
然
い

く
つ
か
の
点
は
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
と
集
中
が
こ
こ
で
出
て
き
ま
す
。

井
上
繁
則　

現
状
の
建
物
を
利
用
し
て
い
く

と
い
う
事
は
出
来
な
い
ん
で
す
か
。

市
長　

合
併
協
議
会
で
決
ま
っ
た
事
を
尊
重

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
計
画
を

見
て
い
く
と
、
十
年
後
と
は
言
わ
な
い
ま
で

も
、
へ
た
す
れ
ば
十
何
年
後
か
に
は
、
夕
張

み
た
い
な
形
に
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

宮
崎
課
長　

南
串
山
の
市
民
の
意
見
を
、
地

域
審
議
会
や
庁
舎
建
設
市
民
懇
話
会
で
、
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

浦
田　

庁
舎
建
設
に
対
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
は
考
え
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
課
長　

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

竹
下　

体
育
施
設
の
使
用
料
を
も
う
少
し
引

き
下
げ
て
は
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

金
子
副
市
長　

通
常
の
利
用
の
場
合
は
、
維

持
管
理
の
費
用
面
で
下
げ
る
の
は
難
し
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

竹
下  

無
料
と
い
う
訳
じ
ゃ
な
く
て
、
下
げ

て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
事
で
す
。

金
子
副
市
長　

や
は
り
高
い
と
感
じ
ら
れ
ま

す
か
。

竹
下　

今
ま
で
と
す
る
と
、
は
っ
き
り
言
っ

て
、
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

浦
田　

健
康
増
進
目
的
は
、
安
く
し
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
意
見
も
聞
き
ま
す
。

市
長　

健
康
の
為
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々

が
、
高
齢
に
な
ら
れ
て
も
、
医
療
費
が
安
く
、

負
担
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
に

な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
こ
そ
十
分
に
見
直
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長　

今
日
、
指
摘
い
た
だ
い
た
意
見
の
中

で
、「
す
ぐ
出
来
る
事
」
や
「
も
う
少
し
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
事
」
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
決
し
て
皆
さ
ん
方
が
今
日
、
移
動
市

長
室
に
行
っ
て「
何
の
意
味
も
な
か
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

決
し
て
こ
れ
に
懲
り
ず
、
次
も
ま
た
参
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
う
訳
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
今
年
は
、「
う
ん
ぜ
ん
ふ
る
さ

と
の
歌
ま
つ
り
」
と
、「
N
H
K
の
ど
自
慢
」

の
開
催
予
定
が
あ
り
ま
す
。「
歌
ま
つ
り
」

で
は
、
今
ま
で
旧
南
串
山
町
に
あ
っ
た
「
国

崎
旅
情
」
な
ど
、
地
域
に
、
親
し
ま
れ
た
歌

を
持
ち
寄
っ
て
、
一
度
雲
仙
市
と
し
て
発
表

会
を
し
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
。
で
、
踊

り
な
ん
か
も
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
を
、

企
画
し
て
い
ま
す
。
の
ど
自
慢
、
そ
し
て
踊

り
自
慢
の
方
々
は
、「
私
も
参
加
す
る
よ
」

と
い
う
事
を
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。「
雲
仙
市
は
、
楽
し
く
て
面
白
い
な
、

私
達
は
雲
仙
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
な
」
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

意見交換会参加者（自治会）

永田　義久（溜水）
豊島　　緑（上木場）
森谷　幸成（西浜）
竹下　正子（水ノ浦）
井上　　茂（田ノ平）
浦田　美保（塚ノ山）
木村　令子（坂上奥）
井上　繁則（谷間川）
平片テル子（小竹木）

（敬称略）

「南串第二小学校区域の問題点や市政を尋ねる」「南串第二小学校区域の問題点や市政を尋ねる」

⑤塚ノ山自治会の海岸。
消波効果なども計算して設置し
たブロックですが、台風時は、
波が越える時があります。

支
所
は
そ
の
ま
ま
あ
る
な
ら

市
役
所
は
現
状
の
建
物
を

利
用
し
て

楽
し
く
て
面
白
い
雲
仙
市
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
な
と

思
わ
れ
る
ま
ち
に

1� ●広報うんぜん
平成19年９月



雲
仙
市
入
札
制
度
に
つ
い
て
　

【
最
終
回
】

【
シ
リ
ー
ズ
】

管
財
課Ｅメールによる問い合わせ先 kanzai@city.unzen.nagasaki . jp

●共同企業体（ＪＶ）工事について
　現在、市では、市内業者で施工可能な工事については、市内業者に優先的に発注しています。
　また、市内業者だけでは施工が難しい大型工事や特殊工事については、市外業者にも門戸を広げて
います。この場合、市内業者を入札に参加させるため、工事の内容を確認し、共同企業体による入札
を実施しています。
　市では、原則として２億円以上の工事について共同企業体による入札を実施しています。

（雲仙市建設工事共同企業体取扱要領）

ＪＶとは
　Joint Venture（ジョイント ヴェンチャー）の略で、本来「共同して危険を負担する」という意
味を持っています。単一の企業で受注するには、資金や技術などの面で負担が大きい場合に、リ
スクを分散するために結成されるようになった制度です。わが国では、このような目的とは別に、
技術力のある大手建設会社から地元企業への技術移転も目的にして、昭和50年ごろから多くの工
事で採用されるようになりました。
　本市においても、大規模な工事や特殊工事に、大手建設業者とＪＶを組み、地元企業を参加さ
せることで、地元企業への技術移転と実績づくりにより、市内企業の育成が図られるものと期待
しています。

入
札
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て

　

４
月
号
か
ら
６
回
に

わ
た
り
、入
札
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
て
き
ま

し
た
。

　

市
と
し
て
は
、昨
年

度
か
ら
進
め
て
い
る

「
入
札
制
度
改
革
事

業
」を
継
続
さ
せ
、公

正
な
入
札
制
度
を
目

指
し
て
、改
革
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、今
後
も
そ
の
内

容
を
皆
さ
ま
に
わ
か

り
や
す
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

入
札
に
関
す
る
質

問
や
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、お
気
軽
に

総
務
部
管
財
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。可
能
な
限
り
、広

報
紙
な
ど
で
解
説
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【制限付一般競争入札の場合】

雲　仙　市

Ａ・Ｂ共同企業体 Ｃ・Ｄ共同企業体 Ｅ・Ｆ共同企業体

出資
比率 60％ 40％ 出資

比率 70％ 30％ 出資
比率 60％ 40％

入　札　　参　加

Ａ社
（市外） Ｂ社

（市内）

Ｃ社
（市外） Ｄ社

（市内）

Ｅ社
（市外）

Ｆ社
（市外）

協
定

協
定

協
定

①雲仙市入札審査委員会で入札参加資格を決定し、公告します。
　（一定の競争性を確保するため、相当数のＪＶが参加できるような資格要件とします）
②資格要件に該当する業者は、自主的に共同企業体（ＪＶ）を結成し、協定書を結びます。
③市に参加資格を認められた共同企業体は、入札に参加することができます。
④落札した共同企業体は、請負工事の終了後３カ月以上存続するものとします。

※上記は、２社ＪＶの例です

●広報うんぜん
平成19年９月1�



　近年、耕作不便地を中心に遊休化した農地が多く見
られます。農地の遊休化は食糧生産の障害となるばか
りでなく、長年の放置による病害虫の発生や不法投棄
の誘発などにより、近隣に迷惑をかけることにもなり
ます。自ら耕作できない農地は他の農業者に貸す・譲
渡することを考えて、遊休農地が発生しないようにし
ましょう。
　また、もし耕作できる人がみつからない場合も、農
地所有者の最低限の責任として、草木の伐採・病害虫
の駆除を行って、近隣に迷惑がかからないようにしま
しょう。

　フレッシュワークは、34歳以下の若者を対
象として、個別カウンセリング、各種セミナー
や情報提供などにより、求職者それぞれに合っ
た仕事さがしの支援を行っています。
場所　りそな長崎ビル4階（☎095-829-0491）
　電子メールでのメール相談も受け付けてい
ますので、ぜひご利用ください。
詳しくは、http://www.freshwork.jp/をご覧く
ださい。

　再就職支援センターは、概ね35歳以上の
方を対象として、個別相談、就職支援セミ
ナー、情報提供などにより、求職者の就職
支援を行っています。
場所　りそな長崎ビル4階（☎095-818-8789）
詳しくは、http://www.pref.nagasaki.jp/
koyo/boshu/070409/をご覧ください。

　県が運営する「ながさきお仕事市場」は、長崎県内で「仕事を探している人」と「人材を探し
ている企業」が、求人・求職者情報を登録して公開し、専用Webメールによる就職・採用に向け
た連絡が相互にできる無料のホームページです。
　携帯のWebサイトでも登録、利用できます。ぜひ、ご活用下さい。

　○ホームページアドレス ○携帯電話用アドレス（QRコード→）
　　http://www.oshigotoichiba.jp/ 　http://www.oshigotoichiba.jp/mobile/

遊休・荒廃農地をなくそう 農振農用地区域の除外申請受付の
凍結が解除されます。

あなたの就職活動を応援します

農地の管理は所有者の義務です

雲仙市農業委員会

　合併に伴う雲仙市農業振興地域整備計画の策定
のため、平成18年2月から農振農用地区域の除外
申請受付（農用地区域内の農地を宅地等に転用す
る）を凍結していましたが、計画の策定作業が終
了しましたので、平成20年1月から凍結解除し、
農振農用地区域の除外申請受付を開始します。
　第1回申請受付　平成19年10月末まで
※農振除外は、農振法に基づく要件等を満たす必
要があるため申請の全てが認可されるとは限り
ません。除外希望の農用地については申請の前
に必ず最寄りの各総合支所産業建設課又は雲仙
市農林水産課でご確認ください。

※農振除外の申請を受け付けてから除外が完了す
るまでは、概ね6カ月から7カ月かかります。

問農林水産課

年に何回か除草する
など適正な管理を
お願いします

1� ●広報うんぜん
平成19年９月



　

雲
仙
市
に
U
・
I
タ
ー
ン
し
て

働
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
職
種　

建
築

格
付　

係
長
級
ま
た
は
課
長
補
佐
級

職
務
内
容

建
築
の
専
門
的
知
識
を
活
か
し
た

業
務
（
公
共
建
築
物
の
設
計
・
工

事
の
施
工
管
理
等
）

採
用
予
定
数　

若
干
名

受
験
資
格

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
。
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

1
．
雲
仙
市
に
U
タ
ー
ン
又
は
I

タ
ー
ン
す
る
人
（
雲
仙
市
外
に
�

年
以
上
居
住
し
、
引
き
続
き
平
成

1�
年
�
月
1
日
現
在
、
雲
仙
市
外

に
住
所
を
有
す
る
人
）

�
．
昭
和
��
年
�
月
�
日
か
ら
昭

和
��
年
�
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

�
．
一
級
建
築
士
の
免
許
を
有
す

る
人

�
．
民
間
企
業
等
（
国
、
県
の
機

関
ま
た
は
雲
仙
市
外
の
地
方
公
共

団
体
の
機
関
を
含
む
）
に
お
け
る

正
社
員
と
し
て
の
専
門
の
職
務
経

験
（
設
計
、
監
理
ま
た
は
施
工
管

理
）
が
平
成
1�
年
�
月
末
日
現
在

通
算
し
て
10
年
以
上
あ
る
人

（
職
務
経
験
が
複
数
の
場
合
に
は
、

通
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
同
一
期
間
内
に
複
数
の
職

務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ

か
一
方
の
み
の
職
歴
に
限
り
ま
す
）

�
．
採
用
後
本
市
に
居
住
す
る
人

で
あ
る
こ
と

受
付
期
間　

�
月
��
日（
金
）ま
で

試
験
の
方
法

第
一
次
試
験
（
書
類
選
考
）

・
論
文
審
査
、
経
歴
審
査

※
経
歴
審
査
及
び
受
付
締
切
後
に

送
付
す
る
論
文
課
題
に
よ
り
、

10
月
19
日
（
金
）
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
論
文
に
よ
り
審
査

第
二
次
試
験

・
面
接
試
験
、
対
人
適
応
性
検
査
、

身
体
検
査

申
込
方
法

　

人
事
課
、
各
総
合
支
所
管
理
課

で
交
付
ま
た
は
雲
仙
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
印
刷
し
た
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
1
級
建
築
士

の
免
許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す
る

際
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
用
紙
請
求
（
U
I
タ
ー

ン
）」
と
朱
書
し
、
1
2
0
円
切

手
を
貼
っ
た
、
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
（
A
4
サ
イ
ズ
の
用
紙
を

折
ら
ず
に
封
入
で
き
る
封
筒
）
を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
人
事
課　

人
事
給
与
班

平成19年度雲仙市職員
採用試験（民間企業等職務経験者対象）

人　事　課◎
パワーアップ対策事業
補助金申請受付

農林水産課◎

　

雲
仙
市
提
案
型
林
業
・
水
産
業

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
対
策
事
業
補
助
金

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

雲
仙
市
提
案
型
林
業
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
対
策
事
業
補
助
金

〈
事
業
主
体
〉

林
業
者
の
組
織
す
る
団
体
（
林
家

�
戸
以
上
が
構
成
員
に
含
ま
れ
る

団
体
）

〈
事
業
の
内
容
〉

林
業
者
の
創
意
と
工
夫
に
基
づ
く

企
画
に
対
し
て
支
援
す
る
事
業

雲
仙
市
提
案
型
水
産
業
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
対
策
事
業
補
助
金

〈
事
業
主
体
〉

水
産
業
者
の
組
織
す
る
団
体
（
漁

業
者
�
戸
以
上
が
構
成
員
に
含
ま

れ
る
団
体
）

〈
事
業
の
内
容
〉

水
産
業
者
の
創
意
と
工
夫
に
基
づ

く
企
画
に
対
し
て
支
援
す
る
事
業

採
択
基
準

①
事
業
主
体
自
ら
基
準
目
標
を
定

め
、
そ
の
達
成
が
見
込
ま
れ
る

こ
と

②
売
上
額
の
増
加

③
雇
用
の
拡
大

④
林
産
物
ま
た
は
水
産
物
の
高
付

加
価
値
化

補
助
率
（
林
業
・
水
産
業
と
も
）

○
ハ
ー
ド
事
業　

�
／
10
以
内
、

限
度
額
5
0
0
万
円
ま
で

○
ソ
フ
ト
事
業　

10
／
10
以
内
、

限
度
額
2
5
0
万
円
ま
で

※
国
・
県
の
補
助
事
業
等
で
対
象

と
な
る
事
業
計
画
は
対
象
外
と

し
ま
す
。

申
請
期
限

�
月
��
日
（
金
）
消
印
有
効

提
出
方
法　

持
参
又
は
郵
送

持
参
…
農
林
水
産
課

郵
送
…
〒
8
5
9
―
1
1
0
7

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市
役
所　

農
林
水
産
課

問
い
合
わ
せ

○
農
林
水
産
課　

林
務
水
産
班

●広報うんぜん
平成19年９月1�



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ●	国見総合支所		78–2111	 ●	小浜総合支所		74–2111
	 ●	瑞穂総合支所		77–2111	 ●	南串山総合支所		88–3111
	 ●	愛野総合支所		36–2111	 ●	雲仙出張所		73–3445
	 ●	千々石総合支所		37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

年
金
時
効
特
例
法
施
行
の

お
知
ら
せ

　

年
金
記
録
問
題
の
一
環
と
し
て

「
年
金
時
効
特
例
法
」
が
平
成
1�

年
�
月
�
日
公
布
さ
れ
、
同
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
年
金
記
録
の
訂
正

に
伴
っ
て
年
金
額
が
増
額
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
効
に
よ
り

全
額
を
受
給
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
、
時
効
が
完
成
し

た
部
分
に
つ
い
て
も
年
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　

で
き
る
限
り
簡
単
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
対
象
者

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
記
載

事
項
を
印
字
し
た
用
紙
を
�
月
か

ら
順
次
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
書
類

を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
す
ぐ
に
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

に
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の

で
、
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
今
後
年
金
記
録
が
訂
正

さ
れ
る
人
は
、
訂
正
の
手
続
き
以

外
に
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
年
金
記
録
の
訂
正
に
あ

わ
せ
て
自
動
的
に
手
続
き
が
行
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

○
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
6
6
1

国民年金について

保険年金課◎

　

現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
1
・
�
・
�
級
）、
療
育
手
帳

（
A
1
・
A
2
・
B
1
）
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
の
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で

病
院
等
に
か
か
っ
た
場
合
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
市
が
助

成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
�
級
を

持
っ
て
い
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
�
級
を
持
っ

て
い
る
人
（
老
人
保
健
法
適
用

者
を
除
く
）

●
療
育
手
帳
A
1
・
A
2
を
持
っ

て
い
る
人

●
療
育
手
帳
B
1
を
持
っ
て
い
る

人
（
老
人
保
健
法
適
用
者
を
除

く
）

受
付
期
間

�
月
10
日
（
月
）
〜
��
日
（
金
）

平
日
の
午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�

時
1�
分

申
請
に
必
要
な
も
の

●
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手

帳
●
保
険
証

●
印
鑑

●
本
人
名
義
の
通
帳
又
は
口
座
番

号
の
確
認
で
き
る
も
の

※
更
新
手
続
き
を
と
ら
な
い
場

合
、
10
月
か
ら
福
祉
医
療
費
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

受
付
場
所

●
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

市
民

福
祉
班

●
市
役
所　

福
祉
課

●
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

市
民

福
祉
班

福祉医療費受給者証更新の
お知らせ

福祉事務所◎

○年金相談所を開設します○

　年金記録をめぐる問題について、質問に
お答えするため社会保険事務所出張相談所
を開設します。
　　日　時	 9月6日（木）
　　　　　　午前10時〜午後４時
　　会　場	 吾妻町ふるさと会館

1� ●広報うんぜん
平成19年９月



　

雲
仙
市
で
は
、
公
の
施
設
の
管

理
運
営
に
民
間
の
能
力
を
活
用

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
施

設
管
理
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
る
施
設
の
協
定
（
契
約
）

が
1�
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
今
回
は
下
記
�
施
設
の

平
成
�0
年
�
月
1
日
か
ら
の
管

理
・
運
営
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削
減
効

果
を
図
る
た
め
に
指
定
管
理
者
と

な
る
法
人
そ
の
他
団
体
を
公
募
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設

の
所
管
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/

w
w

w
.city.u

n
zen

.
nagasaki.jp/

）
に
も
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

募
集
施
設

指
定
管
理
者
公
募
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
参
考
）　

●
募
集
要
項
・
資
料
の
配
布

　

�
月
上
旬
予
定

●
申
請
書
の
受
付

　

�
月
中
旬
予
定

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

平
成
1�
年
�
月
に
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
、「
指
定
管
理
者
制

度
」
の
導
入
に
よ
り
、
民
間
事
業

者
や
N
P
O
法
人
等
の
幅
広
い
団

体
の
中
か
ら
市
の
指
定
を
受
け
た

「
指
定
管
理
者
」
が
、
公
の
施
設

の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

○
人
事
課　

行
政
班

指定管理者を募集します

人　事　課◎

人
事
異
動

　

次
の
と
お
り
人
事
異
動
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　
　

）内
は
前
任

○
平
成
1�
年
�
月
1
日
付

教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
参
事
監「
遊
学
の
里

く
に
み
」

吉
田　

正
昭

（
総
務
部
人
事
課
付
参
事
監
）

○
平
成
1�
年
�
月
�
日
付

教
育
委
員
会
事
務
局
小
浜
分
室

寺
田　

勝
也

（
企
画
課
主
事
）

施設の名称 所在地 所管課

雲仙市リフレッシュセンターおばま 小 浜 町 商工労政課

雲仙市瑞穂ヘルシー会館 瑞 穂 町

福 祉 課

雲仙市吾妻老人憩の家 吾 妻 町

雲仙市千々石老人福祉センター橘荘 千々石町

雲仙市小浜老人福祉センター 小 浜 町

雲仙市立木場ふれあいセンター 千々石町

雲仙市立木場保育所 千々石町

雲仙市立下峰児童館 千々石町

●広報うんぜん
平成19年９月1�



市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ●	国見総合支所		78–2111	 ●	小浜総合支所		74–2111
	 ●	瑞穂総合支所		77–2111	 ●	南串山総合支所		88–3111
	 ●	愛野総合支所		36–2111	 ●	雲仙出張所		73–3445
	 ●	千々石総合支所		37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

市
役
所
の
事
務
内
容
を
公
表
し
て

い
ま
す

　

雲
仙
市
は
、
行
政
の
事
務
・
事

業
に
つ
い
て
、
そ
の
取
組
状
況
や

今
後
の
計
画
等
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
役
所
の
事
業
等
の
内
容
を
広

く
市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ

す
る
目
的
で
、
市
総
合
計
画
の
政

策
体
系
に
準
じ
た
主
な
事
務
・
事

業
等
に
つ
い
て
、
平
成
1�
年
度
の

取
組
状
況
や
成
果
、
今
後
の
取
組

計
画
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
し
た
内
容
は
、
企

画
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
管
理
課

の
窓
口
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.unzen.nagasaki.

jp/info/prev.asp?fol_id=���1

市
民
提
案
事
業
採
択
決
定

　

雲
仙
市
市
民
提
案
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
の
団
体
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
を
、
市
民
で
構
成
し
た
審

査
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行

い
、
次
の
�
件
の
提
案
事
業
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

●
「
雲
仙
市
の
E
M
環
境
浄
化
と

活
性
化
事
業
」（
雲
仙
市
E
M

の
会
）

E
M
ボ
カ
シ
、
E
M
廃
油
石
鹸
、

E
M
活
性
液
、
E
M
団
子
な
ど

の
作
成
お
よ
び
生
ゴ
ミ
肥
料
・

飼
料
の
作
成
な
ど
に
よ
る
環
境

浄
化
活
動

●
「
雲
仙
が
ま
だ
せ
！
コ
ン
サ
ー

ト
2
0
0
7
」（
国
見
町
軽
音

楽
会
）

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

（
平
成
1�
年
11
月
��
日
（
日
）

国
見
町
文
化
会
館
に
て
開
催
予

定
）

問
い
合
わ
せ

○
企
画
課　

企
画
政
策
班　

●市役所事務内容を公表しています
●市民提案事業採択決定

企　画　課◎

　

市
で
は
、
平
成
1�
年
度
か
ら
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
、子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
愛
野
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
し
、依
頼
会
員
・

協
力
会
員
に
よ
る
相
互
援
助
活
動

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
市
嘱
託
員
）
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容

①
セ
ン
タ
ー
事
業
の
周
知

②
会
員
の
募
集
・
登
録

③
相
互
援
助
活
動
の
調
整

④
講
習
会
・
交
流
会
の
開
催
な
ど

勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時
1�
分

採
用
期
間

平
成
1�
年
11
月
〜
平
成
�0
年
�
月

報
酬
等

月
額
1�
万
4
3
0
0
円

交
通
費
別
途

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

募
集
人
員　

1
人

応
募
資
格

・
市
内
在
住
で
、
子
育
て
支
援
に

熱
意
が
あ
り
、
子
育
て
に
関
す

る
知
識
と
経
験
が
豊
富
な
方

で
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
等
）
の
使
え
る
人

・
1�
歳
以
上
��
歳
未
満
で
自
動
車

免
許
を
有
す
る
人

申
込
方
法

　

人
事
課
、
各
総
合
支
所
管
理
課

で
交
付
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
印
刷
し
た
申
込
書
に
必
要
事

項
を
自
筆
で
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
提
出
先

●
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童

家
庭
班

　

〒
8
5
4
―
0
3
0
1

　

雲
仙
市
愛
野
町
甲
3
9
3
8

●
市
役
所　

人
事
課

●
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

申
込
期
間

�
月
�
日（
月
）〜
�
月
�1
日（
金
）

必
着

選
考
方
法　

面
接
及
び
作
文

※
選
考
日
時
、
場
所
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
込
者
本
人
へ
後

日
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童

家
庭
班

子育てサポートセンター
嘱託員募集

福祉事務所◎

1� ●広報うんぜん
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課9月

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診
を同時に受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申込をし
た人を優先します。総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。
※総合健診以外の健診については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。不明な点がありましたら、
事前にお尋ねください。

愛の献血をお願いします！あなたの献血が、
患者さんの命を助けます。愛の献血にぜひご
協力ください。　※場所・時間等が変更にな
る場合があります。

献血 地区 日付 時間 場所

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

瑞穂・吾妻

愛野・千々石

国見

小浜・南串山

国見

愛野・千々石

小浜・南串山

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

H18年1月～2月生

H17年12月～H18年1月生

H15年12月～H16年1月生

27日（木）

４日（火）

６日（木）

11日（火）

13日（木）

７日（金）

19日（水）

28日（金）

13:00～13:15

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

愛野保健福祉センター

瑞穂町公民館

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

南串山保健福祉センター

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

小浜老人福祉センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6カ月児健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

12日（水）

26日（水）

５日（水）

７日（金）

21日（金）

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

愛野保健福祉センター

BCG予防接種

ポリオ予防接種

生後3カ月～6カ月未満

生後3カ月～90カ月未満

BCG・ポリオ集団予防接種

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場
18日（火）

19日（水）

20日（木）

21日（金）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

21日（金）

24日（月）

25日（火）

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

８:30～10:00

８:30～10:00

８:30～10:00

神代研修センター（国見町）

神代研修センター（国見町）

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

基本健康診査
胸部レントゲン検診
大腸がん検診
前立腺がん検診

総合健診
・基本健康診査
・胸部レントゲン検診
・胃がん検診
・腹部エコー検査
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

40歳以上の市民
※胸部レントゲン検診
は39歳以下の希望者
も受診できます

40歳以上の市民
※ただし、事前に申込
みをしている人

集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

赤ちゃん
健康相談

1歳6カ月児
健康診査

3歳児
健康診査

第5回コミケンフォーラム第5回コミケンフォーラム
　言語や手足に障害のある人やそれを支援される人に対し、意志を伝えるための様々な機械・器具
（意思伝達装置、呼び出し装置、環境制御装置等）の情報提供やそれらの上手な利用についての
フォーラムが島原半島で初めて開催されます。一緒に学んでみませんか？

と　き 2007年9月30日（日）10：00～16：30（受付9：30）
ところ 島原市有明町総合文化会館「グリーンウェーブ」
参加費 1,000円（資料代）　（交流会費：500円別途必要）
内　容 ①事例報告　患者家族・難病相談員・養護学校
 ②コミュニケーションエイド体験・展示コーナー
 ③特別講演「コミュニケーションの重要性について」
 　講師：長崎大学医学部保健学科教授　松坂誠應　先生
 ④交流会

問い合わせ・参加申し込み
ながさきコミケンフォーラム事務局　☎・FAX　0956（62）6902

９:00～11:00
12:30～16:00
９:00～11:30
12:30～15:30

14日（金）

18日（火）

小浜町

吾妻町

雲仙警察署
小浜総合支所

雲仙市役所

●広報うんぜん
平成19年９月�0



お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課9月

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診
を同時に受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申込をし
た人を優先します。総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。

※総合健診以外の健診については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。不明な点がありましたら、
事前にお尋ねください。

愛の献血をお願いします！あなたの献血が、
患者さんの命を助けます。愛の献血にぜひご
協力ください。　※場所・時間等が変更にな
る場合があります。

献血 地区 日付 時間 場所

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

瑞穂・吾妻

愛野・千々石

国見

小浜・南串山

国見

愛野・千々石

小浜・南串山

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

（午前）1歳未満（H18年9月～H19年4月生）

（午後）H19年5月生

H18年1月～2月生

H17年12月～H18年1月生

H15年12月～H16年1月生

27日（木）

４日（火）

６日（木）

11日（火）

13日（木）

７日（金）

19日（水）

28日（金）

13:00～13:15

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

９:30～10:30

13:30～13:45

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

愛野保健福祉センター

瑞穂町公民館

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

南串山保健福祉センター

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

小浜老人福祉センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と1歳6カ月児健診・3歳児健診の対象者には健康づくり課より通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

12日（水）

26日（水）

５日（水）

７日（金）

21日（金）

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

13:30～13:50

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

愛野保健福祉センター

BCG予防接種

ポリオ予防接種

生後3カ月～6カ月未満

生後3カ月～90カ月未満

BCG・ポリオ集団予防接種

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場
18日（火）

19日（水）

20日（木）

21日（金）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

21日（金）

24日（月）

25日（火）

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

13:15～14:30

８:30～10:00

８:30～10:00

８:30～10:00

神代研修センター（国見町）

神代研修センター（国見町）

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

国見農村環境改善センター

基本健康診査
胸部レントゲン検診
大腸がん検診
前立腺がん検診

総合健診
・基本健康診査
・胸部レントゲン検診
・胃がん検診
・腹部エコー検査
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

40歳以上の市民
※胸部レントゲン検診
は39歳以下の希望者
も受診できます

40歳以上の市民
※ただし、事前に申込
みをしている人

集団健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

赤ちゃん
健康相談

1歳6カ月児
健康診査

3歳児
健康診査

第5回コミケンフォーラム第5回コミケンフォーラム
　言語や手足に障害のある人やそれを支援される人に対し、意志を伝えるための様々な機械・器具
（意思伝達装置、呼び出し装置、環境制御装置等）の情報提供やそれらの上手な利用についての
フォーラムが島原半島で初めて開催されます。一緒に学んでみませんか？

と　き 2007年9月30日（日）10：00～16：30（受付9：30）
ところ 島原市有明町総合文化会館「グリーンウェーブ」
参加費 1,000円（資料代）　（交流会費：500円別途必要）
内　容 ①事例報告　患者家族・難病相談員・養護学校
 ②コミュニケーションエイド体験・展示コーナー
 ③特別講演「コミュニケーションの重要性について」
 　講師：長崎大学医学部保健学科教授　松坂誠應　先生
 ④交流会

問い合わせ・参加申し込み
ながさきコミケンフォーラム事務局　☎・FAX　0956（62）6902

９:00～11:00
12:30～16:00
９:00～11:30
12:30～15:30

14日（金）

18日（火）

小浜町

吾妻町

雲仙警察署
小浜総合支所

雲仙市役所

�1 ●広報うんぜん
平成19年９月



　廃止になっていた旧警察官駐在所を市が譲り受け、地元住民の皆さまに、防犯
パトロールなどの活動拠点として利用していただくための「安全・安心ステーショ
ン」の開所式が、7月26日に瑞穂町と小浜町で行われました。
　今回開所された施設は、旧西郷駐在所跡の「瑞穂安全・安心ステーション」と
旧北野駐在所跡の「北野安全・安心ステーション」の2つの施設です。
　開所式は、それぞれのステーション前で行われ、奥村市長と吉田副市長が「地
域の安全は、地域で守るという意識を高めていただき、行政と市民が一体となって、
安全で安心して暮らせる雲仙市を創っていきたい」と式辞を述べました。
　その後、地元住民を代表して、瑞穂では少年補導員の峯信介氏が、北野では北
村自治会長の馬場一夫氏が「すばらしい郷土を犯罪や事故から守るため、自主防
犯活動を実践し、安全・安心で明るいまちづくりに努めます」と決意表明しました。

地域安全活動の拠点に
安全・安心ステーションを開所

↑瑞穂安全・安心ステーションの看板をかける吉田副市長

　市内の老人クラブが一堂に集い、第2回雲仙市老人
福祉大会が、7月20日にハマユリックスホールで開
かれました。
　午前中には講演もあり、午後の演芸発表では、各ク
ラブの会員が踊りなど自慢の芸を披露。500人近く
集まった会場は大いに盛り上がりました。

芸達者たちが勢ぞろい
第2回雲仙市老人福祉大会

　雲仙市管工事協会（会長・山崎武久さん）の皆さん
約30人が7月28日、炎天下の中で吾妻町内の水道施
設の除草作業を行いました。
　今年度から活動されているそうですが、今後は市内
の全水道施設の清掃や献血への協力など、いろいろな
ボランティア活動を計画されているそうです。

水道施設がすっかりキレイに
市管工事協会　ボランティア除草作業

↑海上保安部の話に聞き入る児童たち

↑ひょっとこ踊りの発表に、客席から大きな笑い声が

↑北野安全・安心ステーションの看板をかける奥村市長

↑暑い中での作業、お疲れさまでした

●広報うんぜん
平成19年９月��



　アンケートの中には、「4．浜辺がもっときれいになったら、
遊びにくる回数が増えますか」という問いに、「増えると思う」
という児童が71％もいました。
　また、「リサイクルできるものはリサイクルすれば、ごみが
減る」「みんなが捨てなければ、川や道は環境が良くなり、魚
や動物も生き生きと暮らせて、自分たち（人間）も暮らしや
すくなる」「人間一人ひとりが、生き物や自然のことを考えて、
地球を大切にすれば良い」など、自然環境に関して強い保全
の意識を持っていました。
　雲仙市の自然を、未来へとつなぐ子どもたちのため、まだ
見ぬ将来の子どもたちのため、美しい「ふるさと」を守り続
けていきましょう。

　第34回長崎県少年ソフトボール大会の雲仙市予選大会が、7月
22日に行われました。会場となった愛野運動公園では、市内から
17チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　優勝したのは、国見地区の八斗木少年ソフトボールクラブ。八
斗木クラブは、8月25日、26日に松浦市で開かれる長崎県少年ソ
フトボール大会に、雲仙市代表として出場します。

八斗木クラブが熱戦を制し、県大会へ
第34回長崎県少年ソフトボール大会　雲仙市予選

↑見事優勝した八斗木少年ソフトボールクラブ

↑体を使ってアンケートに答える児童たち

　千々石第一・第二小学校の児童は、7月11日に千々石海岸のごみを清
掃する予定でしたが、残念ながら雨模様。場所を移し、第一小学校体育館
で環境学習を行いました。
　体育館では、長崎県海上保安部と市環境政策課の職員から、保安部の仕
事や海難時の心得、千々石海岸のごみについての話がありました。児童た
ちは、めったに聞けない海上保安部の話に、真剣に耳を傾けていました。
　その後、児童に千々石海岸についてアンケートを行いました。結果は次
のとおりです。

身近なところから、環境について考える
千々石町内小学生による環境学習

1． 千々石の浜辺で
 遊んだことはありますか

2． 千々石の浜辺に流れ着
 いているごみの掃除を
 したことがありますか

3． どのようなやり方で
 掃除をしましたか

4. 浜辺がもっときれいに
 なったら、遊びにくる
 回数が増えますか

ある
91％

ある
74％

地区の人や
親と一緒に
26％

学校の行事で
53％

増えると思う
71％

増えないと思う
10％

わからない
19％

ボランティアで
4％

自分から
進んで
13％

ほかの方法で
4％ない

9％ ない
26％

↑海上保安部の話に聞き入る児童たち

�� ●広報うんぜん
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　夏の交通安全県民運動（7月10日〜19日）に伴い、
市内各地でも、飲酒運転追放・高齢者の交通事故防止
などを呼びかける車両パレードや飲食店での飲酒運転
根絶啓発活動、反射材交付活動などが実施されました。
　交通安全母の会主催による交通安全街頭キャンペー
ン（さわやか作戦）は、瑞穂・小浜・南串山で実施さ
れ、交通安全を呼びかけました。

ドライバーのみなさん、安全運転を
夏の交通安全県民運動

　市では、市内の防犯パトロールを実施する「雲仙市安全パトロール隊」
を結成しました。
　市民の防犯意識の高揚と犯罪を抑止することを狙いに、各地区のボ
ランティア隊員が、青色回転灯を装着した公用車でパトロールを実施
します。
　7月12日には、市役所玄関前で出発式が行われ、奥村市長が「青色
回転灯防犯パトロールの実施によって、市民の皆さまによる自主的な
地域安全活動が各地区に広がることを期待し、行政と住民が一体となっ
て安全で安心なまちづくりを推進していきたい」とあいさつを述べ、
吾妻地区の阿比留由美隊長が「隊員一丸となって、雲仙市の安全・安
心まちづくりのために活動していきます」と力強く活動宣言しました。

安全・安心なまちづくりに向けて
青色回転灯防犯パトロール出発式

↓活動宣言を行う阿比留隊長

【雲仙市安全パトロール隊】（敬称略）
桝田　憲征（国見町）　吉岡　利満（千々石町）
内田　一豪（瑞穂町）　山下　悦郎（小浜町）
阿比留由美（吾妻町）　松岡　美和（南串山町）
馬場　利郎（愛野町）

　宮中献穀米が耕作されている千々石町岳地区の
水田で、8月1日に「青田祭」が行われ、関係者な
ど約40人が出席し、豊作を祈願しました。
　青田祭は、風水害を防ぎ、害虫をよけ、豊作を
祈願する神事で、田長の宮本武壽さんと耕作長の
山口幸春さんが「虫追いの儀」、奉耕者の山本哲郎
さんが「田草取りの儀」を努めました。

豊かな実りを願って
宮中献穀事業　青田祭

子どもたちをあたたかく見守る
愛野地区で安全パトロール隊を結成

　愛野地区住民の皆さんで組織する「愛野町安全パトロール隊（松尾文昭隊長・
隊員約100人）」の結成式が、7月20日に愛野小学校グラウンドで行われました。
　このパトロール隊は、雲仙市商工会愛野支所が中心となり、市青少年健全育
成協議会愛野支部及び市防犯協会が連携して結成されたものです。結成式には、
終業式を終えた愛野小の児童も交え、隊員のうち約30人が参加して行われまし
た。式の最後には、児童の代表が「安心して登下校や外で遊ぶことができます」
と感謝の言葉を述べました。
　結成式終了後、防犯ステッカーを貼った車両で通学路を巡回し、下校する児
童を見守りました。

↑豊作を祈願しながら「虫追いの儀」などが行われました ↑ジャガイモや煎餅、交通安全凧なども配られました

↑子どもたちが安心して過ごせるように

●広報うんぜん
平成19年９月��



まちのわだい

　市民の皆さまの健康づくりを、共に考え、推進していくため
の指標となる健康計画「健康うんぜん21（仮称）」を、健康づ
くり課が中心となって作成しています。
　現在は、皆さまの健康に対する考え方や取り組みなどを、7
地区の各団体に協力していただき、グループインタビューとい
う形でお話を聞いています。今後は、皆さまからいただいた多
くの意見を参考に、具体的な計画づくりに進んでいく予定です。
○ご協力いただいた皆さま（敬称略）
八斗木地区老人会女性（国見）・カーネーション部会（瑞穂）・子育
て支援センター利用中の保護者（愛野）・岳地区棚田農家（千々石）・
小浜温泉観光協会、雲仙観光協会（小浜）・認定農業者（南串山）
※吾妻地区では、小学5年生に協力いただく予定です（9月）

みなさんのご意見を伺います
市の健康計画「健康うんぜん21（仮称）」

　7月31日から8月2日までの3日間、千々石町公民館において「応急
手当普及員」講習会が行われました。
　これは、職場や地域の人たちに対して、いざという時の応急手当（AED
操作要領を含む心肺蘇生法や止血法など）を指導するための指導者養成
講座です。今回は、市内の学校から、養護教諭や保健主事など、28人
が参加し、県央消防本部の職員による講義や実技指導などを受けました。
　これによって、学校現場などでの「普通救命講習」の更なる普及が期
待されます。

いざという時の処置、次はみんなへ
「応急手当普及員」講習会

↑実技指導を受ける受講者の皆さん

　千々石総合支所で8月5日、第
1回千々石地区まちづくりワー
クショップが行われました。
　6月に発足した「めざせコン
パクトタウンちぢわ委員会」が
取り組むまちづくりの一環で、
今回は、まち歩きをしながら写
真撮影などをし、湧水群をめぐ
るコメントマップを作りました。

湧水をめぐって
千々石地区
まちづくりワークショップ

　朗読劇一人芝居「命ありて」
が8月9日、吾妻町ふるさと会館
で開催されました。
　元小学校教諭の渡邉司さんが
自らの被爆体験を迫真の演技で
演じ、原爆の悲惨さ・戦争のお
ろかさ・命の尊さを訴えました。
　渡邉さんの平和への想い・願
いが心に強く伝わりました。

平和への願い込めて
朗読劇一人芝居
「命ありて」

　千々石町の観櫻火宴実行委員会と佐賀
市の鍋島三十六萬石大名行列まつり推進
委員会のメンバーが8月6日、橘神社に
参拝した後、「同盟書」に調印しました。
　一行は、侍姿と鎧武者というお互いの
祭りの衣装を身にまとい、最後は釜蓋城
跡から千々石町の景色を一望しながら、
お互いの交流とふるさとの活性化などに
ついて誓い合いました。

ふるさと活性願い同盟締結
観櫻火宴
鍋島三十六萬石大名行列まつり

↑協力しながらコメントマップを作成 ↑平和への強い想いが感じられる舞台 ↑侍と戦国武者の一行が参道を練り歩きました

↑グループインタビューでいろいろな意見をいただきました

�� ●広報うんぜん
平成19年９月



児
童
手
当
の
手
続
は 

　
　
　

 

お
済
み
で
す
か
？

　

0
歳
か
ら
小
学
校
�
年
生
の
児

童
を
お
持
ち
の
人
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
手
続
が
必
要
で
す
。

　

手
続
の
遅
れ
、
ま
た
は
手
続
が

な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
手
当
の
支

給
の
遅
れ
も
し
く
は
支
給
停
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
転
入
、
出
生
の
場
合

▼
児
童
手
当
認
定
請
求
書
、
額
改

定
認
定
請
求
書
、
前
住
所
地
の

所
得
証
明
書（
※
転
入
の
場
合
）

◆
転
出
、
死
亡
の
場
合

◇
受
給
者
が
転
出
、
死
亡
の
場
合

▼
消
滅
届
、
未
支
払
請
求
書
（
死

亡
に
よ
り
児
童
手
当
に
未
支
払

が
あ
る
場
合
）

◇
児
童
が
転
出
、
死
亡
の
場
合

▼
消
滅
届
、
額
改
定
届
、
別
居
監

護
申
立
書
（
受
給
者
が
雲
仙
市

内
に
い
る
場
合
）

◆
離
婚
等
で
受
給
者
が
監
護
し
な

く
な
っ
た
場
合
、
も
し
く
は
所

得
上
生
計
関
係
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

◇
離
婚
等
そ
の
他
や
む
を
え
な
い

事
情
で
監
護
で
き
な
く
な
っ
た
、

も
し
く
は
所
得
の
関
係
上
生
計

関
係
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

▼
受
給
資
格
消
滅
届

◇
離
婚
等
で
新
た
に
監
護
す
る
場

合
、
ま
た
は
生
計
維
持
者
と

な
っ
た
場
合

▼
児
童
手
当
認
定
請
求
書

※
消
滅
届
の
申
請
が
遅
れ
ま
す
と

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
雲
仙
市
内
で
の
転
居
、
氏
名
変

更
が
あ
っ
た
場
合

▼
住
所
、
氏
名
変
更
届
、
別
居
監

護
申
立
書
（
受
給
者
と
児
童
が

別
々
の
住
所
に
あ
る
場
合
）

◆
口
座
番
号
の
変
更
が
あ
る
場
合

▼
口
座
番
号
変
更
届

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
保
険
証
、
振
込
を
希
望
す

る
通
帳
な
ど
、
所
得
証
明
書
（
※

転
入
の
場
合
）

提
出
場
所

●
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童

家
庭
班

●
市
役
所　

福
祉
課

●
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童
家

庭
班

雲
仙
の
魅
力
を 

 　
　
　

団
塊
世
代
へ
発
信

　

大
量
退
職
を
迎
え
る
団
塊
世
代

に
、
長
崎
県
で
第
二
の
人
生
を

送
っ
て
も
ら
お
う
と
、
県
は
U
I

タ
ー
ン
に
関
す
る
相
談
会
「
な
が

さ
き
田
舎
暮
ら
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
雲
仙
市
の
ブ
ー
ス
を
設

け
、
住
ま
い
や
生
活
環
境
の
相
談

稲本相談委員
城相談委員

荒木相談委員

田尻相談委員
町田相談委員
中村相談委員
茂相談委員

国 見 町
瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町
千々石町
小 浜 町
南串山町

3日（月）
3日（月）
5日（水）
19 日（水）
21 日（金）
10 日（月）
4日（火）
11 日（火）

国見総合福祉センター
雲仙社協瑞穂事務所

吾妻老人憩の家

愛野保健福祉センター
千々石総合支所相談室
小浜老人福祉センター
南串山総合保健福祉センター

9:00～12:00
9:00～12:00

13:30～16:00

13:30～16:00
13:00～16:00
13:00～16:00
13:00～15:00

相談委員 地　区 日 場　　所時　間
行政相談　9月の相談日

　平成20年3月9日（日）ハマユリックスホー
ルにおいて、市民参加型のユニバーサルデザ
インオペラ「魔法の笛と鈴」を上演します。
あなたも一緒に歌いませんか？
説明会　10月21日（日）　午後1時～

（千々石町公民館）

※出演申込書は、市内ホール・公民館に設置
しています。

申し込み・問い合わせ
東京オペラ協会九州本部　10956（85）2027

ミュージカルオペラに
参加しませんか？

ミュージカルオペラに
参加しませんか？

練習日
11月 毎週火曜
（愛野町公民館）
12月～3月 毎週日曜
（千々石町公民館）
参加費
楽譜、台本、資料代

小学生以下

18:00
～19:00
13:30
～14:30
3,000円

19:00～22:00

13:30～16:30

中高生

6,000円

大人

9,000円
3,000円

●広報うんぜん
平成19年９月��



に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に

U
I
タ
ー
ン
し
た
人
の
体
験
談
も

披
露
し
ま
す
。

　

雲
仙
市
出
身
で
退
職
を
迎
え
る

団
塊
世
代
の
人
に
、
こ
の
機
会
に

近
く
の
会
場
ま
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
ご
紹
介
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

○
大
阪
会
場（
毎
日
イ
ン
テ
シ
オ
）

　

10
月
1�
日
（
土
）

○
名
古
屋
会
場
（
名
古
屋
市
中
小

企
業
振
興
会
館
）

　

10
月
�0
日
（
土
）

○
福
岡
会
場
（
パ
ピ
ヨ
ン
��
・
ガ

ス
ホ
ー
ル
）

　

10
月
��
日
（
土
）

○
東
京
会
場
（
都
道
府
県
会
館
）

　

11
月
�
日
（
土
）

時
間　

各
会
場
午
後
1
時
〜

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
地
域
政
策
課

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
2
4
5

県
下
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
自
主

防
犯
活
動
の
輪
を
県
内
各
地
に
広

げ
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
に
県
下
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

　

自
治
会
、
P
T
A
な
ど
多
く
の

団
体
の
参
加
を
求
め
ま
す
。

日
時　

10
月
11
日
（
木
）

場
所　

県
内
各
地
域

募
集
期
限　

�
月
��
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
県
民
安
全
課

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
3
1
6

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
職
種

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

看
護
学
生

資
格　

高
卒（
見
込
含
）
�1
歳（
看

護
学
生
は
��
歳
）
未
満
の
人

受
付
期
間

�
月
�
日（
金
）〜
�
月
��
日（
金
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
7
5
9

2
0
0
7
動
物
愛
護
週
間

　
　

 　

行
事
in
島
原
開
催

日
時　

�
月
��
日
（
月
）
振
替
休
日

　
　
　

午
後
�
時
〜
�
時

場
所　

県
南
保
健
所
駐
車
場

内
容　

長
寿
犬
の
表
彰
、
子
犬
の

養
子
縁
組
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動
物

園
、
動
物
の
健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ

島
原
南
高
獣
医
師
会
事
務
局

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
1
7
7

創
業
塾
開
講

　

雲
仙
市
商
工
会
で
は
創
業
塾
を

開
講
し
ま
す
。
新
し
い
事
業
・
起

業
を
検
討
中
の
人
や
経
営
の
質
の

向
上
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
短
期
集
中
研
修
で
す
。

日
程　

10
月
1�
日
〜
11
月
10
日

　
　
　

毎
週
土
曜
日
（
全
�
回
）

会
場　

雲
仙
市
商
工
会
本
所

定
員　

�0
人

受
講
料　

�
千
円

申
込
締
切　

�
月
��
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
商
工
会

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
9
1
1

●納期限は、10月1日（月）です

（口座引き落とし日は、4月25日（水）です）

9月は
の納入月です。

国民健康保険税（3期）

口座振替を利用する人は、口座残高の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

　オリジナル曲やポピュラーミュージックを日
本の伝統楽器「箏」で奏でます。洋楽器との
コラボレーションもあり、ジャンルを問わずお
客様のリクエストに応じて箏で即興演奏するラ
イブ・パフォーマンスは必見です。

日　時 10月14日（日）14:00開場 14:30開演
会　場 吾妻町ふるさと会館
料　金 500円（全席自由）
 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット販売所
教育委員会生涯学習課・各分室・ハマユリックス
ホール・国見町文化会館・吾妻町ふるさと会館・千々
石町公民館・チケットぴあ・ファミリーマート各店
（Pコード:268-482）、ローソン全店（Lコード:87286）

問い合わせ
教育委員会生涯学習課 10957（37）3113
吾妻町ふるさと会館 10957（38）3108

第 19回長崎県民文化祭　雲仙市会場舞台芸術公演

Kotist　宮西　希　コンサートKotist　宮西　希　コンサートKotist　宮西　希　コンサートKotist　宮西　希　コンサート
こと

　ヴァイオリニスト神谷未穂さん、ピアニスト
佐藤勝重さんによるコンサートです。秋の夜、
クラシックの名曲を身近にふれてみませんか？
　国見中学校吹奏楽部との共演もあります。

日　時 10月27日（土）18:30開場 19:00開演
場　所 国見町文化会館（まほろば）
料　金 一般　1,000円（全席自由）
 高校生以下　無料（要整理券）
 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット・整理券
教育委員会生涯学習課・各分室・国見町文
化会館・吾妻町ふるさと会館・ハマユリック
スホール・千々石町公民館にて販売・配布中。
問い合わせ
教育委員会生涯学習課 10957（37）3113
国見町文化会館 10957（78）3977

Autumn Concert
～もっと身近にクラシック～

�� ●広報うんぜん
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9
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　

警
察
相
談　
『
♯
9
1
1
0
』

　

警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
夫

婦
間
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
少
年

非
行
、
悪
質
商
法
を
は
じ
め
、
事

件
・
事
故
に
至
っ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る

た
め
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
��
分

警
察
本
部
「
警
察
安
全
総
合
相
談

室
」

☎
♯
9
1
1
0

雲
仙
警
察
署「
警
察
安
全
相
談
室
」

☎
0
9
5
7
（
��
）
0
1
1
0

出
張
相
談
所
開
設

日
時　

�
月
11
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
�
時

場
所　

瑞
穂
町
公
民
館

問
い
合
わ
せ

雲
仙
警
察
署

☎
0
9
5
7
（
��
）
0
1
1
0

9
月
は
行
方
不
明
者
を 

　
　
　
　
　

 

さ
が
す
月
間

　

事
故
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
身

元
が
わ
か
ら
な
い
人
の
家
族
を
捜

す
活
動
を
県
下
一
斉
に
行
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
に
心
当
た
り
の

あ
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
思
い
悩
ん
で
家
出
し
た
人

●
病
気
を
苦
に
し
て
家
出
し
た
人

●
長
い
間
便
り
が
な
い
人

●
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
お

そ
れ
の
あ
る
人

●
事
故
に
あ
っ
て
い
る
お
そ
れ
の

あ
る
人

　

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.police.pref.nagasaki.jp

）

で
過
去
�
年
間
の
身
元
不
明
者
の

服
装
や
身
体
特
徴
等
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

雲
仙
警
察
署　

鑑
識
係

☎
0
9
5
7
（
��
）
0
1
1
0

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

期
間

�
月
�1
日
（
金
）
〜
�0
日
（
日
）

重
点
項
目

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

　

運
動
期
間
中
は
市
内
各
所
で
広

報
啓
発
活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

強
化
週
間

　

子
ど
も
の
人
権
問
題
（
い
じ

め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
）
へ
の
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お

り
電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
法
務
局
職
員
及
び
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

日
時

�
月
1�
日
（
月
）
〜
��
日
（
日
）

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時

（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
�

時
）

　

期
間
後
は
、
平
日
（
祝
祭
日
を

除
く
月
曜
〜
金
曜
）
の
午
前
�
時

�0
分
か
ら
午
後
�
時
1�
分
に
開
設

し
て
い
ま
す
。

月
火
水
木
金
土・日

ジェネリック医薬品

寝ちがい

夜型の子どもたち

喉頭がんと喫煙

歯周病とメタボリックシンドローム

妊婦糖尿病

長崎県保険医協会

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます。

9月の健康テレホンテーマ

人口
男
女
世帯数

50,486人
23,967人
26,519人
16,428世帯

（－32）
（　 0）
（－32）
（＋  4）

7月末現在（住民基本台帳） （前月比）

　11 月 25 日に「長崎県民スポーツ
レクリエーション祭 in 雲仙」が開催
されます。子どもから大人まで手軽
に楽しめるターゲット・バードゴル
フ。皆さんも挑戦してみませんか？
　講習会を開催しますのでぜひ参加
してください。

日　　時 10 月 20 日（土）
 午前 10時～12時
場　　所 福石公園
 （千々石町海岸沿い）
参 加 料 無料
申込締切　10 月 5 日（金）

問い合わせ
教育委員会スポーツ振興課
10957（37）3113

ターゲット・バードゴルフターゲット・バードゴルフ
講習会参加募集

　愛のまちふれあい農園（貸し農園）の入
園者を募集します。この農園は家庭菜園向
きで、家族と共に自然とふれあい、土と親
しみ、農業への理解も深めることができる
農園です。個人・団体・市内外を問わず入
園できますので、この機会にぜひお申し込
みください。健康づくりにもなりますよ♪

場　　　所 : 雲仙市愛野町乙城ノ尾原
 （国道 57 号線沿い、看板あり）
1区画面積：15 ㎡（3m×5m）
入　園　料：1区画　1,385 円（1年間）
対　象　者 : 個人・団体・市内外問わず
 入園できます
栽培可能な作物 :
　　家庭用野菜類であれば、特に制限なし
設 備 内 容 : 農具各種・水道・簡易水洗トイレ

申し込み・問い合わせ
愛野総合支所 産業建設課 10957（36）2111

愛のまちふれあい農園
入園者募集

愛のまちふれあい農園
入園者募集

●広報うんぜん
平成19年９月��



問
い
合
わ
せ

長
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
9
5
（
8
2
0
）
5
9
8
2

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

　

救
急
医
療
週
間
（
長
崎
県
�
月

�
日
〜
1�
日
）
に
お
い
て
、
次
の

よ
う
に
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
施
日　

�
月
�
日
（
金
）

内
容

●
一
日
救
急
隊
長
へ
の
委
嘱
状
交

付
●
一
日
救
急
隊
長
・
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
等
に
よ
る
啓
発
パ
レ
ー

ド
●
救
命
講
習
会

○
島
原
市
・
消
防
本
部
�
階
多
目

的
ホ
ー
ル

○
南
島
原
市
・
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ

ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
0
8
0

県
央
地
域
消
防
吏
員
募
集

　

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

管
内
の
消
防
署
に
勤
務
す
る
吏
員

を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
数　

若
干
名

受
験
資
格

①
昭
和
��
年
�
月
�
日
か
ら
平
成

�
年
�
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

②
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
域

（
諫
早
市
・
大
村
市
・
雲
仙
市

（
吾
妻
町
、
愛
野
町
、
千
々
石
町
、

小
浜
町
、
南
串
山
町
））
内
に

居
住
す
る
人
ま
た
は
採
用
後
居

住
可
能
な
人

第
1
次
試
験　

10
月
�1
日
（
日
）

受
付
期
間

�
月
1�
日
（
水
）
〜
��
日
（
火
）

（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部
消
防
総
務
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
0
1
1
9

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
（
第

1
類
〜
第
�
類
）、
丙
種

受
験
対
象　

一
般
・
高
校
生

試
験
日　

11
月
��
日
（
祝
）

試
験
会
場

諫
早
市
・
諫
早
農
業
高
等
学
校

島
原
市
・
島
原
工
業
高
等
学
校

ほ
か
県
内
全
11
会
場

申
込
期
間

�
月
�1
日（
金
）〜
10
月
�
日（
木
）

（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
支
部

☎
0
9
5
（
8
2
2
）
5
9
9
9

県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　

訓
練
生
募
集

　

職
業
に
必
要
な
技
能
・
技
術
の

習
得
を
目
的
と
し
た
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
科
目　

電
気
・
配
管
シ
ス
テ

ム
科
、
自
動
車
整
備
科
、
建
築
設

計
施
工
科
、
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム

科
、
溶
接
技
術
科
、
商
業
デ
ザ
イ

ン
科
、
観
光
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ

ス
科

経
費　

受
験
料
・
入
学
金
・
授
業

料
は
無
料
。
た
だ
し
、
教
科
書
等

の
諸
経
費
と
し
て
入
校
時
に
�
万

〜
10
万
円
必
要

受
付
期
間

�
月
��
日（
火
）〜
10
月
1�
日（
金
）

選
考
日　

10
月
��
日
（
木
）

※
�
月
1�
日
（
木
）
に
高
校
生
・

一
般
の
人
を
対
象
に
校
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
5
（
8
8
7
）
5
6
7
1

2日

9日

16日

17日

23日

24日

30日

前 田 内 科 胃 腸 科 医 院
馬 場 医 院
よ こ た 医 院
ひ ら ゆ 医 院
長 田 医 院
副 島 内 科 ク リ ニ ック
永 吉 医 院
く さ の 循 環 器 内 科
安 藤 病 院
松 島 外 科
有 明 保 養 院
木 戸 眼 科
愛 野 記 念 病 院
公 立 新 小 浜 病 院

0957（77）3089
0957（73）3666
0957（77）2000
0957（74）5833
0957（77）3622
0957（74）3700
0957（38）2015
0957（37）6050
0957（38）2152
0957（74）4388
0957（36）0153
0957（74）3222
0957（36）0015
0957（74）2211

瑞 穂 町
小 浜 町
瑞 穂 町
小 浜 町
瑞 穂 町
小 浜 町
吾 妻 町
千々石町
吾 妻 町
小 浜 町
愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

　今年創業 50 周年を迎える雲仙ロープ
ウェイ株式会社では、雲仙市民限定で往
復料金の特別割引を行っています。

小・中・高生のみなさんは、通年市民割引で
　　　　　小学生以下　無料
　　　　中学・高校生　半額
中・高生以上のみなさんでも、誕生月割引で
　　　本人ともう 1人　半額

※割引には住所確認をさせていただきます。
　住所が確認できるものか、このページを
お持ちになって窓口に提示してください。
問い合わせ
雲仙ロープウェイ株式会社 10957（73）3572

雲仙ロープウェイ
雲仙市民限定  特別割引

敬老の日ウィーク
9 月 15日（土）～21日（金）

65歳以上　無料

お詫びと訂正
広報うんぜん8月号に誤りがありました。
深くお詫びし訂正します。申し訳ありません
でした。

訂正
●6ページ:中体連 卓球【男子・個人】3位
（誤）本田直之（小浜）→（正）本田智祐（小浜）

市役所　秘書広報課 

雲仙市奨学資金基金へ

城臺洋子様（千々石町）

　ご主人様の喜一郎様ご逝
去に伴う香典返しに代えて

ご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

寄付のお礼

�� ●広報うんぜん
平成19年９月



四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

①米を洗ってザルに上げる
②ごぼうはささがき、にんじんはせん切り、
油揚げはせん切りにし、油抜きをする
③炊飯器に材料をすべて入れ、水と（A）の
調味料を加えて混ぜ合わせ、通常と同じ
ように炊く

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会小浜支部

小浜町飛子地区の郷土料理です

《材料（６人分）》
米

かえり煮干し
ごぼう
にんじん
油揚げ

3合
30グラム
50グラム
小1/2本
1枚

うすくちしょうゆ
酒

大さじ2・1/2
大さじ1・1/2

調味料（Ａ）
できあがったじてんしゃ飯

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
－いじめの問題、不登校、その他の教育相談－

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

－虐待、養護などの通報・相談－

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
くろう  な く し な な や み 言おう

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）
教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会

　この料理ができた当時は、自転車が一番はやい乗り物であったため、自転車
よりもはやくできあがり、栄養満点ということでこの名前がついたそうです。

「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
13
年
に
制
定
さ
れ
た
「
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
20
年
1
月

11
日
施
行
）

　

保
護
の
対
象
と
な
る
暴
力
が
、
身

体
的
暴
力
に
加
え
、
精
神
的
暴
力
も

対
象
と
な
っ
た
ほ
か
、
被
害
者
の
み

の
保
護
か
ら
被
害
者
親
族
・
関
係
者

も
保
護
の
対
象
と
な
る
よ
う
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。
被
害
者
の
申
し
立
て
に

よ
り
、
裁
判
所
は
次
の
行
為
に
つ
い

て
、
禁
止
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
面
会
の
要
求

●
著
し
く
粗
野
・
乱
暴
な
言
葉

●
無
言
電
話
、
緊
急
時
以
外
の
連
続

し
て
の
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー

ル
な
ど

【
雲
仙
市
の
相
談
先
】

福
祉
課
児
童
家
庭
班

☎
0
9
5
7 

ー 

3
6 

ー 

2
5
0
0

【
県
内
の
主
な
相
談
先
】

長
崎
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
5 

ー 

8
4
6 

ー 

0
5
6
5

長
崎
県
警
D
V
・
ス
ト
ー
カ
ー
担
当

☎
0
9
5 

ー 

8
2
0 

ー 

0
1
1
0

中
央
児
童
相
談
所

☎
0
9
5 

ー 

8
4
4 

ー 

6
1
6
6

子
供
家
庭
1
1
0
番

☎
0
9
5 

ー 

8
4
4 

ー 

1
1
1
7

◆雲仙市男女共同参画センターからのお知らせ◆

長月
ながつき

洋ラン生産者の立光さん
夫妻（吾妻町）

今回のランに関する問い合わせは、立光洋蘭園まで
☎0957-38-2902　E-mail：tachikoh@fsinet.or.jp

発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
秘
書
広
報
課

N
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平
成
19年

9月
１
日
発
行

0957ｰ38ｰ3514

【洋ラン（デンファレ）】
　「デンファレ」。上品さと美しさを併せ持つ、洋ランで一番ポ
ピュラーな品種だと思います。
　花姿の美しさから、華やかな場所やイベント会場で特に飾ら
れているのをみかけます。
　デンファレは、鉢植え・切り花とも数週間と花持ちが良く、
その花姿は雰囲気を明るくし、家庭でも人気があります。

　写真は、立光洋蘭園で栽培されている“アルテ
ミス”というデンファレの新種。淡いピンクで優
雅な姿です。
　洋蘭園の技術の高さは、以前から全国の高い評
価を受けており、昨年は全国表彰を受けています。


